
別紙様式１

推進責任者：グローバル推進機構長

１.自己点検・評価の実施概要及び判定結果

自己点検の観点 自己点検・評価項目 実施方法 エビデンス 判定結果

英語力基準を満たす学生数の割合を確認する。 適切である

日本人学生の海外渡航経験者数の割合を確認する。 適切である

グローバル化の達成状況 優秀な外国人学生を増加させること 外国人正規学生数の割合を確認する。

・留学生名簿

・海外留学フェア等実施状況

・海外AO入試等の実施状況

適切である

グローバル化の達成状況
英語のみで卒業可能な学部コースを新た

に設置すること
英語のみで卒業可能な学部コースの設置に向けた状況を確認する。

・グローバル推進機構会議における報告内容

・研究・グローバル戦略担当理事と該当部局

との検討状況

適切である

グローバル化の達成状況 海外ネットワークを強化、拡大すること 海外同窓会支部の設置に向けた状況を確認する。

・グローバル推進機構会議における報告内容

・同窓生名簿一覧

・海外拠点におけるフォーラム等実施状況

適切である

グローバル化の達成状況
ジョイント・ディグリー・プログラム

（JDP）を新たに設置すること
ジョイント・ディグリー・プログラムの設置に向けた状況を確認する。

・グローバル推進機構会議における報告内容

・JDP担当副学長と該当部局との検討状況
適切である

グローバル化の達成状況

ダブル・ディグリー・プログラム

（DDP）による交流学生数を増加させる

こと

ダブル・ディグリー・プログラムによる交流学生数を確認する。

・国際交流状況調査結果

・海外渡航届等提出学生名簿

・留学生名簿

適切である

２.結果総括

【優れた点】

外国人正規学生数の割合及びダブル・ディグリー・プログラムによる交流学生は、Ｒ4年度目標値を達成した。

令和4年度　自己点検・評価結果報告書【 国際 】

【改善を要する点】

日本人の海外派遣について、原油価格の高騰による航空運賃の大幅な上昇や海外における物価高騰など、海外渡航に係る経済的負担が大きくなっている。今後も当面はこのような状況が続くことが予想され、目標

達成のためには、来年度に向けて経済的支援の見直しと充実を図る必要がある。

日本人学生の海外派遣を拡大することグローバル化の達成状況

・「スーパーグローバル大学創成支援」事業

の実施に係る調査結果

・海外渡航届等提出学生名簿


